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Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

レポートの添削や面接指導にファシリテーションス
キルを活かし、自己の在り方、生き方について考
察を深める問いかけを行っていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
成績概況
教職員の自己観察書

新教育課程の３観点の評価をレポートや面接指
導で実現する方法について研究をしていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
成績概況
教職員の自己観察書

ICT教育を推進していくため、オンデマンド教材を
作成し生徒に提示する。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
授業アンケート
教職員の自己観察書

CHUOハーモニックプランにに基づいて、自らを尊
び、社会性を育む取り組むを学校の教育活動全
体で行い、社会的職業的自立を目指す。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

ハーモニックプランの各要素（自らを尊ぶ、基本的
な生活習慣、規範意識、コミュニケーション能力、
チームワーク、シンキング、アクション）要素を段
階的に実現させていく教育活動を行っていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

自己理解から進路実現までを意識した系統的な
キャリア教育を行っていく。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

SCやSSWを活用した校内連携（チーム支援）を促
進し生徒指導・支援体制の充実を図り、生徒の生
活の基盤をつくる。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
生徒指導支援資料
教職員の自己観察書

アンガーマネジメント研修等を通じて、職員の指導
支援力の向上と生徒の感情コントロール力の育
成を図る。

学校評価アンケート（生
徒、保護者、教職員）
教職員の自己観察書

これまでの通信制の業務や指導のあり方を見直
し仕事の効率化を図る。

学校評価アンケート
（生徒、保護者、教職
員）
教職員の自己観察書

留意点 （１）重点目標と評価項目については，各学校の現状と課題に基づき，実情に合わせて重点化し，設定する。

（２）学校関係者評価については，年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し，評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは，最終回の学校評価委員会等を開催し，学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。
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生涯を通じて自主的に健康で安全な
生活を送ることができる実践力を育て
る。

来年度は総合的な探究の時間が、Chuo
ハーモニックプランに基づくキャリア教員を
中心としたものになるので、さらに、生徒
の社会性と自立を通信制においてもつけ
ていくような教育活動の充実に取り組む。

自己評価結果

通信制はレポート中心の学習のため対
話的で自己について考察させる内容を
取り込むことには、大きな工夫が必要で
ある。そのような中、各教科で努力した
が、まだ十分ではない。
新教育課程に対応したレポート等の研
究は十分に行い、次年度のレポートに
反映させつつある。
ICT教育のためのオンデマンド教材の作
成はなんらかの形で全教員が行った。

A

B

1

2

ヤングケアラーその他複雑な家庭環境の
改善や本人のメンタルケアを行っていくた
めにも、さらにSCやSSWの活用を行って
いく飛鳥がある。
また、アンガーマネジメント等の機会を充
実させて生徒の気持ちのコントロール力
やレジリエンスをつけていく必要がある。
職員によって業務量の偏りがあることをも
う少し完全する必要がある。

B

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。概ね達成できた。（６割以上）

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

ヤングケアラーや貧困家庭、発達障害
等の多様な生徒が在籍する中、SCや
SSWを積極的に使い、生徒指導支援会
議も年４回行い、全体として生徒の指導
支援の充実を図った。
生徒教職員のためのアンガーマネジメン
ト研修や生徒対象のソーシャルスキルト
レーニングを行った。
仕事の効率化については、年度途中の
業務分担の見直しを昨年度に続けて
行ったが、生徒指導支援のさらなる充実
を図るためにさらに、検討していく必要が
ある。

評価

年度末評価（令和４年２月）

きめ細かな指導により基礎・基本の定着を図り、自ら進んで学習
に取り組む意欲を高め、生涯学習の基礎を培う。

本年度の重点目標

CHUOハーモニックプランに基づき、
社会において自立できる生徒を育て
る。

今年度は、年度当初からキャリアパス
ポートを用いたり、卒業生に対して進路
意識を高めるなどの取り組みを行った。
その成果が出て、卒業生が早めに進路
対策を行い、進学や就職を決定していっ
た。
さらには、進路が定まらない支援が必要
な生徒についても、卒業後の引きこもり
を防ぐために、若者サポートステーション
やスクールソーシャルワーカーを活用し
て、卒業後の支援につなげた。

きめ細かな指導により基礎・基本の定
着を図り、自ら進んで学習に取り組む
意欲を高め、生涯学習の基礎を培う。

実施日　（令和 ４年 ３月）

ほぼ達成できた。（８割以上）

CHUOハーモニックプランに基づき、社会において自立できる生
徒を育てる。

生涯を通じて自主的に健康で安全な生活を送ることができる実
践力を育てる。

達
成
度

自尊感情を高め、社会の中で自立する生徒を育ている。 山梨県立中央高等学校校長　古屋　はるみ

学校関係者評価

学校目標・経営方針

本年度の重点目標

・選択肢が変更となったことで一概には比較できないが、生徒からの「学校には悩みを話したり、相談したりるすることのできる
人がいる」、「生き方や道徳について考える機会がある」といった項目の数値はほぼ横ばいであり、保護者による「子どもの悩み
や問題について相談できる体制が整っている」との評価は上向きとなっている。一方で、教員では「学校においては、生徒が悩
みなどを気軽に相談できる環境が用意され、職員が協力して指導支援できる体制にある」の項目の評価は10％ほど下がってい
る。通信制ということで指導上の難しさがあると察せられるが、今後とも、SCやSSWとも連携し、教員個々の強みを発揮して、
チーム学校として生徒の心の育成に取り組んでいただきたい。
・生徒の複雑な家庭環境の改善や生徒の精神的なケアを行っていくためにもスクールカウンセラー、スクールソーシャルワー
カーの活用を行っていく必要がある。また、アンガーマネジメント等の機会を充実させて、生徒の気持ちを制御する力、元気を取
り戻す弾力性をつけていく必要があると思う。複雑な家庭環境の生徒で大変であるが、研修を行って社会で必要とされる力のト
レーニングを行ったことは、よかったのではないか。
・ヤングケアラー問題は、単に学校教育の問題ではなく、社会全体の大きな課題だと思う。そうした問題について本校のように校
外に向けて発信することは大切な取り組みである。

・令和3年度の学校改善・点検アンケートの結果を見ると、学習指導に対する生徒の評価は、「多くの先生方は、分かりやすい授
業をしてくれる」の数値は若干下がったものの、「授業態度など様々な観点から評価をしてくれる」といった項目に対する肯定的
評価とともに9割を超えており、生徒の満足度は高い。先生方が日頃から努力・配慮を重ねた結果であると高く評価できる。ただ
し、授業アンケートの結果では、「板書」で10％ほど、「授業の進む速さ」では20％以上、数値が下がっているので、その原因把
握に努め、授業改善に引き続き取り組んでいただきたい。
・「ICT教育を推進していくため、オンデマンド教材を作成し生徒に提示する」との目標の下、コロナ禍においてはオンライン授業
やオンデマンド型の授業も実施したと思われる。具体的にどのように行われたのか、資料が送付されていないので判別できない
が、効果的な授業作りに今後も取り組んでいただきたい。ただし、オンデマンド型の授業については、生徒が動画を早送りをした
り、他のことと併行して聴講したりということもあり、報道等でも問題が指摘されているので、生徒の学び方や授業の効果、理解
度をしっかり確認するような工夫が必要だと考える。
・令和３年度のアンケートでは、保護者は良い評価だが、生徒、職員は悪いので改善の余地がある。教師が通信制のレポート
や面接指導に議論を収束させ、合意形成をサポートする技能がつくようにしたらどうか。
・生徒の家庭での学習時間が短いので、もう少し多くの時間を勉強するようにさせた方がよい。
・肯定的回答が、過年度と比較して保護者はよいが、生徒職員は悪いとなっているので改善の余地がある。教師が面接指導や
レポート指導について合意形成をしていく必要がある。
・生徒とのコミュニケーションを深めることは大変困難だと思いますが、教職員が目標に向かって努力していることが感じられる。
・「ファシリテーションスキル」「思考を深める問いかけ」などをわかりやすく具体化していくことが必要である。

・キャリア教育・進路指導に関しては、生徒の評価では、「進路意識を高めるために、講演会、就労体験、課外講座等の行事が
適切に行われている」「進路について考えるための情報が適切に伝えられている」の項目は引き続き9割前後と高くなっており、
保護者の回答においても今年度は、「進路意識を高めるための行事が適切に行われている」「進路について考えるための情報
が適切に伝えられている」の項目の評価が大幅に向上している。保護者への進路指導等に関する情報の提供が十分に行わ
れ、生徒の満足度が保護者にも伝わっていることが伺える。教員の関連項目の数値も上がっており、教員の努力・工夫が実を
結んでいると高く評価できる。
・選択肢が変更となったことで一概には比較できないが、「面談が、年間を通して計画的に行われ、適切なアドバイスを受けるこ
とができる」の項目が10％ほど下がっているので、原因について教員間で意見交換を行い、その改善に努めていただきたい。
・Chuoハーモニックプランの取り組みによって目指すべき方向が確立している。自らを尊ぶを中心に、１基本的な生活習慣、２規
範意識、３コミュニケーション能力、４チームワーク、５シンキング、６アクションと６角形にまとめられており、すばらしいと思う。今
後ともハーモニックプランの要素の良いところを取り入れて教育活動に邁進されることを願う。
・卒業とはゴールではなく、社会に出る第一歩と考え、生徒ひとりひとりにきめ細かい、指導をお願いしたい。
・一つ一つの言葉の意味を明確にして共通理解でやっていく方がよい。

3

4

3

教師が自らのファシリテーションスキルを
高め、通信制のレポートや面接指導に対
話を取り入れることについては、今後さら
に目指していくべきことである。
ICT教育については、他校がBYOD導入す
る中、本校でもオンライン授業等の試みを
行っていきたい。


